
六

「
特
定
の
船
舶
」
と
は
、
国
際
平
和
の
た

め
の
国
際
的
な
努
力
に
我
が
国
と
し
て
寄
与

す
る
た
め
に
講
ず
る
特
定
の
船
舶
に
関
す
る

役
務
取
引
等
の
規
制
措
置
の
対
象
と
な
る
船

舶
の
国
際
海
事
機
関
船
舶
識
別
番
号
に
関
す

る
件
（
令
和
八
年
十
月
外
務
省
告
示
第
三
百

二
号
）
に
掲
げ
る
船
舶
を
い
う
。

﹇
新
設
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
号
の
三
の
規
定
は
、
同
日
よ
り
前
に
締
結
さ
れ
た
契
約

に
よ
る
債
務
の
履
行
で
あ
っ
て
、
令
和
八
年
十
一
月
一
日
よ
り
前
に
行
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る

規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
で
改

正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

﹇
一
〜
八

略
﹈

﹇
一
〜
八

同
上
﹈

九

居
住
者
が
非
居
住
者
と
の
間
で
行
う
役
務
取
引

で
あ
っ
て
、
ロ
シ
ア
連
邦
の
政
府
そ
の
他
の
関
係

機
関
又
は
ロ
シ
ア
連
邦
の
法
令
に
基
づ
き
設
立
さ

れ
た
法
人
そ
の
他
の
団
体
に
対
し
行
う
次
に
掲
げ

る
業
務
に
係
る
労
務
又
は
便
益
の
提
供
。た
だ
し
、

ロ
シ
ア
連
邦
の
法
令
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た
法
人

そ
の
他
の
団
体
の
う
ち
、
前
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ

る
い
ず
れ
か
の
法
人
そ
の
他
の
団
体
に
対
し
提
供

す
る
も
の
及
び
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障

の
た
め
特
に
必
要
な
も
の
（
外
国
為
替
令
第
十
八

条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
財
務
大
臣
の
許
可

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
役
務
取
引
等
を
指
定

す
る
件
第
九
号
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
我
が
国
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
た
め
特
に
必
要
な
も
の

九

居
住
者
が
非
居
住
者
と
の
間
で
行
う
役
務
取
引

で
あ
っ
て
、
ロ
シ
ア
連
邦
の
政
府
そ
の
他
の
関
係

機
関
又
は
ロ
シ
ア
連
邦
の
法
令
に
基
づ
き
設
立
さ

れ
た
法
人
そ
の
他
の
団
体
に
対
し
行
う
次
に
掲
げ

る
業
務
に
係
る
労
務
又
は
便
益
の
提
供
。た
だ
し
、

ロ
シ
ア
連
邦
の
法
令
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た
法
人

そ
の
他
の
団
体
の
う
ち
、
前
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ

る
い
ず
れ
か
の
法
人
そ
の
他
の
団
体
に
対
し
提
供

す
る
も
の
及
び
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障

の
た
め
特
に
必
要
な
も
の
（
外
国
為
替
令
第
十
八

条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
財
務
大
臣
の
許
可

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
役
務
取
引
等
を
指
定

す
る
件
第
八
号
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
我
が
国
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
た
め
特
に
必
要
な
も
の

﹇
イ
〜
ニ

略
﹈

﹇
イ
〜
ニ

同
上
﹈

﹇
十
〜
十
二

略
﹈

﹇
十
〜
十
二

同
上
﹈

と
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
指
定
す
る
役
務
取
引

（
令
和
五
年
経
済
産
業
省
告
示
第
九
十
三
号
）
で

定
め
る
も
の
に
限
る
。）を
除
く
。

と
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
指
定
す
る
役
務
取
引

（
令
和
五
年
経
済
産
業
省
告
示
第
九
十
三
号
）
で

定
め
る
も
の
に
限
る
。）を
除
く
。

十
三

居
住
者
が
非
居
住
者
と
の
間
で
行
う
役
務
取

引
で
あ
っ
て
、
特
定
の
船
舶
に
関
連
す
る
も
の
の

う
ち
、
次
に
掲
げ
る
業
務
、
事
業
及
び
事
務
に
係

る
当
該
非
居
住
者
に
対
し
行
う
労
務
又
は
便
益
の

提
供
（
人
命
の
救
助
、
災
害
の
救
援
そ
の
他
非
常

の
事
態
へ
の
対
応
の
た
め
緊
急
の
必
要
に
よ
り
行

う
場
合
を
除
く
。）。

﹇
新
設
﹈

イ

第
十
号
イ
に
掲
げ
る
業
務

ロ

船
員
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第

百
三
十
号
）
第
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
船
員

職
業
紹
介
事
業
及
び
同
条
第
十
五
項
に
規
定
す

る
船
員
派
遣
事
業

ハ

水
先
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
二
十
一

号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
水
先
及
び
同

法
第
四
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
会
員
の
す

る
水
先
の
引
受
け
に
関
す
る
事
務

ニ

造
船
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
九

号
）
第
五
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
鋼
製

の
船
舶
の
製
造
又
は
修
繕
を
す
る
事
業
及
び
同

項
第
二
号
に
規
定
す
る
鋼
製
の
船
舶
以
外
の
船

舶
で
総
ト
ン
数
二
十
ト
ン
以
上
又
は
長
さ
十
五

メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
の
製
造
又
は
修
繕
を
す

る
事
業
並
び
に
小
型
船
造
船
業
法
（
昭
和
四
十

一
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
三
条
第
一
号
に
規

定
す
る
小
型
鋼
船
造
船
業
、
同
条
第
三
号
に
規

定
す
る
小
型
鋼
船
修
繕
業
、
同
条
第
四
号
に
規

定
す
る
木
船
造
船
業
及
び
同
条
第
六
号
に
規
定

す
る
木
船
修
繕
業

ホ

保
険
業
法
第
二
条
第
三
十
項
に
規
定
す
る
損

害
保
険
業
務
及
び
船
主
相
互
保
険
組
合
法
第
二

条
第
三
項
に
規
定
す
る
損
害
保
険
事
業
に
関
す

る
業
務
（
船
舶
保
険
及
び
船
主
責
任
保
険
並
び

に
こ
れ
ら
の
再
保
険
に
関
す
る
業
務
に
限
る
。）

令和年月日 金曜日 (号外特第号)官 報
〇
財
務
省
告
示
第
二
百
六
十
九
号

外
国
為
替
令
（
昭
和
五
十
五
年
政
令
第
二
百
六
十
号
）
第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
外
国
為
替
令
第
十
八

条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
財
務
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
役
務
取
引
等
を
指
定
す
る
件
（
平
成
十

年
三
月
大
蔵
省
告
示
第
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
日

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き


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